
Qなぜ空調設備の問題がクローズアップされてきたのでしょうか？

総務部の「悩み」大研究

長い間オフィスのリニューアルを手掛けていると、大きなテーマにぶつかります。それは空調設備の問

題です。よく「広い狭いはガマンできるが、暑い寒いはガマンできない」といわれ、オフィスの生産性向

上に取り組む専門家の間では空調の性能は快適さの第一条件だと認識されています。それにも関わらず、

すべてのワーカーが満足できる温度コントロールの実現はなかなか難しいのです。さらにこの問題は、

これまでオフィスづくりの経験が少ない総務のスタッフにとって深刻な悩みでしょう。「設備会社の説明

を聞いても、専門用語ばかりでさっぱりわからない」という苦情も聞こえてきます。そこで今回は、必要

不可欠なのになかなか理解できない空調設備についての知識と最新動向をお話ししましょう。
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　快適な温度コントロールがオフィスづくりの基本であることは

昔から変わっていません。しかし最近になってこの問題が特に注

目されてきたのには理由があります。

　最大の理由は情報化時代の到来です。

　今のオフィスは、パソコン、サーバー、プリンター、コピーといっ

たOA機器であふれています。これらはいうまでもなく大きな熱源

になります。計算によると、ブラウン管式のモニターは約100W

の熱を発生するそうです。「うちは液晶モニターに換えたから大

丈夫」と安心してはいけません。パソコンの本体だけでも約60

Ｗの熱を出しています。ワーカー全員にパソコンを支給している

オフィスでは、まるで満員電車のように室内の温度が上がってし

まうのがおわかりでしょう。

　さらに最近はワーカーの利便性のために飲料などの自動販売

機を設置する会社が増えていますが、冷蔵庫でもあり温蔵庫で

もあるベンダーマシンの発熱量は相当のものであることを知っ

ておいてください。

　つまり多くのマシンがオフィスに入ってくることで、空調設備

の必要性は格段に高まりました。このため最近では冬でも冷房

を利用している企業も多いですし、「これからのオフィスビルで

は暖房はいらないのでは」と冗談まじりに言う人さえいます。

　もう一つ、分煙への要求が高まってきたことも、高機能な空調

を必要としています。現在、ほとんどの企業ではデスクにおける

喫煙を禁止しています。といってアメリカのように「タバコはビ

ルの外で吸え」というわけにもいかず、リフレッシュルームや専

用の喫煙コーナーなどを設けて被喫煙者の迷惑を避けるように

しているはずです。

　このように空調の必要性が高まっているにも関わらず、多くの

ビルにおいて設備そのものは決して進歩していません。結果と

して、快適なオフィス環境がなかなか実現できないのです。



　最近になって空調設備の問題に注目が集まっているもう一つの理由に、ビルの構造の変化が

あげられます。というのも、現在のオフィスビルの多くは窓が開閉できないため、必然的に温度コン

トロールを空調に頼らざるをえないからです。

　実をいえば、昔の窓が開くビルでは、春と秋は外気を入れるだけでオフィス内の適温に調整でき

ますし、煙草の煙などの換気も可能でした。しかし今は、窓の代わりを空調設備が果たしています。

　ここ数年、省エネを推進する目的から、窓を利用して換気できるビルが少しずつ増えてきました。

そして空調についてリクエストの多い企業からは人気を集めています。

　オフィスの室内に外気を取り入れることは、温度コントロールや換気につながるだけでなく気分

転換の効果もあります。それだけに、今後は部分的にでも窓の開くオフィスビルが増えることを、

私も期待しています。

■「窓が開くビル」が人気を集めている!?
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Q自社ビルの空調部分のリニューアルを考えています。もう少し詳しい知識があれば、ワーカーの声をうまく伝えられるのですが…

　まず自分のオフィス内の空調設備を見てください。おそらく、

最近のビルではアネモと呼ばれる円型の吹き出し口か、蛍光灯

照明の横に直線的な吹き出し口を持つブリーズラインと呼ばれ

る方式があるのではないでしょうか。これらの方式は天井のデザ

インがすっきりし、ダクトの配管もしやすいことから、特にリクエス

トがなければ最初に採用する選択肢です。しかしこの「あたりま

えの空調」がいろいろな問題を引き起こしています。

　アネモやブリーズラインは、その吹き出し口から冷気を送り込

みますから、その下にいる人にとっては寒くて仕方ありません。と

いって設定温度を高くしたり、風量を弱くすると部屋全体が涼し

くならず、ワーカーの不満が生じます。

　もともと女性は男性に比べて冷気に敏感な上、日本の企業

の多くではデスクワークが中心になります。これに対して男性社

員は営業などで外回りをし、オフィスでは女性より低い温度を好

むので、アネモやブリーズラインでは、「女性には寒く、男性には

暑い」環境になってしまいがちなのです。

　これらに限らず天井から冷気や暖気を吹き出す方式では完全

な個別空調は困難ですし、部屋全体の空気をかき混ぜてしまい

ますから、「一人が風邪を引くと全員に感染する」といったケー

スにもつながります。さらに最近のように天井高のあるオフィス

では、人のいない室内の上部まで適温にすることになり、省エネ

の点からも問題があるのです。

　オフィスづくりの指揮をとる総務スタッフに空調に関する知識

があれば、移転やリニューアルの段階で設備会社にある程度適

切なリクエストを伝えることができます。そういう意味でも、欄外

にあげたような言葉については覚えておいてください。

アネモ

ブリーズライン



Q床下空調について教えてください。

　アネモやブリーズラインに代表される天井空調方式はきめ細

かい個別空調ができないだけでなく、前述したようにさまざまな

問題を抱えています。このため、オフィスの新しい空調設備とし

て注目を集めてきたものに「床下空調」があります。

　このシステムは、現在、入居中のビルで必ずしも実現できるもの

ではありませんが、将来の移転やリニューアルのときに導入を検討

するには、しっかりした知識を持っておく必要があるでしょう。

　床下空調は空調機からの送風を床下のスペース（フリーアク

セスフロア）に流し、室内の各所に設置された吹き出し口から給

気する方式で、床から1.5ｍの高さまでの温度コントロールを行

うため、天井空調に比べて40％近い省エネ効果があるといわれ

ています。また吹き出し口の開閉や風向きの調整は各ワーカー

が簡単にできることから、個別空調にも対応しています。

　この他のメリットとしては、天井に空調用のダクトを通す必要

がなくなるため、梁の出っぱりをがまんすれば天井高を50cm近

く上げることが可能ですし、デザインの自由度もあがります。

　天井の吹き出し口から強い給気で冷暖房を行うのに比べ、風

量は弱くできますから、室内の温度差を防ぐことができ、女性が

多い職場などに最適です。

　床下空調については、「下からの給気によって埃やゴミが舞

い上がるのでは？」と心配する人がいます。実際に導入したオフィ

スで調べたところ、埃などで壁が汚れる高さは45cm以下だった

そうです。したがって健康上の問題はまったくありません。

　埃の問題でいえば、むしろ天井からの空調のほうが問題です。

古いビルでは天井裏のゴミや埃を部屋全体に散らしてしまうこ

とも考えられますし、強い風量によって床の埃も舞い上がってし

まいます。

　◇ 単位・その他

■ 快感帯

成人の大多数が快感と感じる温度の範囲。快適ゾーンともいう。

■ ジュール、カロリー

空調などの仕事量は、物理学では通常ジュール（J）という単位で統一して

表す。カロリーとは熱による仕事量で、１calは１ccの水を１℃あげる熱量。こ

の両単位は１cal＝4.2Jで換算される。

■ kWh（キロワット時）

電気による仕事量の単位で、１kWの消費電力の電機製品を１時間使うと１

kWhとなり、電気代は約25円。ちなみにジュールとの換算式は１kWh＝360

万Jとなる。

■ 静圧

給排気用のダクト内を空気が通るときの圧力。ダクトが長くなったり、曲がっ

たりしていると静圧が変化してスペック通りのエアコン性能が発揮されない。

　◇ 空調システム

■ セントラル（中央）空調方式

建物全体またはゾーンごとに１台の空調機を設け、各室に送風する方式。

■ 蓄熱式空調システム

料金の安い夜間電力を利用して空調用の熱を溜め、日中に利用するシステ

ムで、通年で10％以上の省エネ効果があるだけでなく、導入にあたっては行

政の補助金制度などを利用できる。水蓄熱、氷蓄熱などがある。

■ パッケージ空調方式（マルチエアコン）

１台の室外機で複数の室内機を稼働・制御する方式で、一般的には各階

ごとに設置される。

■ ビルトイン

天井や壁などに室内機を埋め込んだエアコン。

■ VAVシステム

温度ではなく給気風量を制御することで、きめ細かい室温コントロールを

可能にするエアコン。

　◇その他装置

■ インバータ

直流電力を交流電力に変換する装置のこと。さらにその周波数を変えるこ

とで交流モーターの回転数を変化させてエアコンなどの温度調整を行う

■ ドレン

エアコンで冷房やドライ運転のときに出る排水のこと。ドレンパンで排水

を一時的に貯め、ドレンセンサーで量を計測し、ドレンポンプで吸い上げて

排出する。また排水をうまく流すためにパイプの勾配を上げることをドレン

アップという。

■ ヒートポンプ

温度の低いところから熱をとり、温度の高いところに移動させるポンプで、

冷暖房兼用タイプのエアコンはこれを利用する。ヒーポンと略される。

●空調設備用語の基礎知識

床下空調

床
吹
き
出
し
空
調

空
調
機
方
式天

井
吹
き
出
し
空
調

●天井が低く二重床にしづらい場合に有効。
●省エネ効果も大
床面積100/m2当たりのシステム別消費動力の割合。
負荷：0.15人/m2、コンセント・照明15W/m2、冷房期1～11月：1600時間での算出。出典：高砂熱工業
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　空調とは直接関係ありませんが、喫煙コーナーの設置はもう一つ、オ

フィスづくりの新たな問題を引き起こしてきました。それは喫煙者と被喫

煙者の情報格差です。

　喫煙コーナーはフロアの決まった場所に設置されますから、そこには

部署を越えて多くの喫煙者が集まります。そしてリラックスした時間を過

ごしながら雑談が行われ、そのときの情報交換が新たな仕事の成果に

つながることが少なくないのです。

　もちろんこのようなチャンスそのものは前向きに評価すべきでしょうが、

一方で被喫煙者が情報コミュニケーションの外に置かれてしまうようでは

マイナスです。したがって、喫煙コーナーとは別にリフレッシュスペースを

設けて、すべての社員が横断的に集まれるようにしたり、喫煙ルームをガ

ラスで囲って外部との意思疎通ができるようにするなど、デザイン上の工

夫が欠かせません。

スモーキングデバイドの対策も必要になってくる。
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Q分煙対策のために喫煙コーナーを設置したいのですが、必要な空調設備について教えてください。

　分煙対策の必要性から、独立した喫煙ルームや、吸煙効果の

ある喫煙カウンター、喫煙デスクを設置するオフィスが多くなっ

てきました。たしかに執務室のデスクで煙草を吸うよりもワーカー

の不満は少なくなるでしょうが、「これで空調も万全だ」と思うの

は少し早いのです。

　実をいいますと、多くのビルでは空調の構造上、これらの喫煙

設備で吸い込んだ空気は循環して再びオフィス内に排気されま

す。もちろん途中の段階でフィルターを通り、拡散されるため、

見た目の煙はなくなっていますが、匂いは完全には消えませんし、

健康上、決して「万全」とはいえません。

　理想からいえば、喫煙コーナーの空気は独立した空調システ

ムによってビル外に排気するのがいいのですが、その場合、外

壁に穴を開ける必要があり、テナントビルではオーナーとの交渉

が必要になります。このため、最近の高機能ビルでは、初めから

入居者の多様なリクエストに応えられるように換気用の設備を

整えており、人気を集めています。

　ここからは提案なのですが、もし分煙対策をきちんとしたいの

なら、オフィスを移転するときに排煙システムが設置可能かどう

か確認してから入居すべきでしょう。また現在のビルでオフィス

のリニューアルをするときにもオーナーに交渉することで設置で

きるケースもあります。

　ビルのパフォーマンスがテナントにとって重要な判断基準になっ

た現在、オーナー側もこのようなリクエストには前向きに応える

ことが必要です。今後、分煙対策はますます高いレベルを求め

られるのですから、独立した排煙システムが設置できないビルは、

それだけで価値を低めてしまう可能性があるように思います。

　日本のオフィスの場合、米国のように「煙草はビルの外で」と

いうわけにはなかなかいきません。したがって、最初からビルに

排気設備のある独立空調による「喫煙コーナー用スペース」を

設けるか、入居する企業のニーズに合わせてフレキシブルに対

応できる構造にしておくべきでしょう。

　喫煙者を隔離したり排除するのは簡単ですが、その結果とし

て社内のコミュニケーションを疎外したり、仕事の効率が下がっ

てしまっては経営上も大きなマイナスです。最新の空調設備の

知識をもって上手に分煙すること。これも、ファシリティマネージャー

の腕の見せどころなのです。

喫煙ブース

喫煙テーブル

●喫煙システム例


